
古
典
殺
育
の
債
値
と
方
法

石

LlJ 

す告

序

論

と
為
¥
に
古
典
教
育
と
は
、
古
典
を
毅
材
と
す
る
教
育
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
…
役
は
そ
の
中
に
在
地
(
の
陶
冶
俄
似
を
特
に
市
一
一
蹴
す
る
気
分

を
ず
ら
含
ん
で
ゐ
る
。
漢
文
古
典
花
関
す
る
特
別
の
迎
解
を
快
い
て
ゐ
る
私
と
し
て
は
、
炭
く
一
米
間
の
古
地
二
般
を
問
題
と
す
る
外
は
な
い
け

れ
ど
も
、
と
の
小
結
が
漢
文
事
ん
併
に
於
て
改
変
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
事
情
は
、
自
然
私
の
御
心
を
漢
文
十
日
此
ハ
に
惹
付
け
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
古

典
数
育
一
般
の
考
い
渋
か
ら
延
い
て
漢
文
古
典
数
育
に
釘
す
る
私
除
却
を
導
き
出
し
た
い
と
忠
ふ
。
凶
よ
り
内
外
漢
が
速
く
総
合
ル
ら
投
げ
つ
け
る

一
石
で
あ
る
。
的
を
外
れ
て
も
恥
時
少
い
。

保
で
問
題
の
妥
結
は
、
古
典
殺
育
が
来
し
て
強
調
せ
ら
れ
る
侠
依
を
有
す
る
か
者
か

i
i
強
制
ど
と
ろ
か
一
鰐
古
典
殺
育
は
現
在
及
び
将

来
に
於
て
出
水
し
て
存
在
の
明
治
を
有
す
る
か
否
か

i
ー
と
い
ふ
黙
に
存
す
る
。
私
は
と
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
先
づ
問
洋
及
び
日
本
の
教
育
史

上
に
於
け
る
古
典
教
育
の
足
跡
を
概
観
し
て
、
そ
れ
が
凡
そ
如
何
在
る
運
命
を
有
す
る
か
の
-
時
一
不
を
得
た
い
と
忠
ふ
。
次
に
数
育
事
に
於
け
る

数
育
段
階
論
を
基
礎
と
し
て
古
典
教
育
の
間
有
の
地
盤
を
遊
求
し
、
そ
の
地
盤
に
於
け
る
古
典
敬
育
の
俊
飽
を
ば
総
論
的
に
断
定
す
る
で
あ
ら

う
。
第
一
一
一
に
こ
の
樹
、
依
を
各
艇
の
相
に
於
て
展
開
せ
し
め
、
そ
と
に
本
第
の
主
た
る
論
旨
を
徒
一
不
す
る
積
り
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
と
の
論

旨
を
漢
文
中
山
地
ハ
に
就
て
具
燃
化
し
、
れ
刊
に
日
本
K
於
け
る
漢
文
古
典
救
育
の
佼
依
を
列
紫
L
て
、
そ
の
悦
他
K
適
法
せ
る
毅
育
方
法
上
の
大
綱

を
附
設
し
た
い
と
忠
ふ
。一
、
古
典
教
育
の
史
的
概
観
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h
J

川
山
件
数
育
が
窓
識
的
に
強
調
せ
ら
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
近
世
敬
育
史
の
川
力
説

κ於
て

f
b
ら
う
の
街
も
近
性
教
育
史
は
古
典
の
復
興
を
以
て
山
川

護
し
な
が
ら
、
大
伐
に
於
て
古
典
数
奇
の
表
板
過
程
を
辿
っ
て
来
た
と
私
は
忠
ふ
。
先
づ
問
洋
敬
育
史
は
十
回
世
紀
浜
伊
太
利
よ
り
勃
後
し
た
文

護
復
興
、
運
動
を
以
C
泣
批
拐
の
務
総
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
切
か
に
緩
馬
古
典

i
i諮
っ
て
は
希
磁
古
典
の
復
興
で
あ
っ
た
。
そ
と
で

は
、
希
除
、
脱
却
z

ぽ
仰
の
古
典
が
人
間
性

(
Z
F
Z
2
2
5
与
を
よ
り
よ
く
笈
却
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
意
味
か
ら
も
と
れ
を
よ
り
「
人
間
的
な
る
文
事
」

(門‘一

5
・3
7
5
5三
0
5
)
と
呼
び
、
山
中
世
間
仰
を
支
配
し
て
来
た
「
よ
り
榊
的
な
る
文
製
」
(
円
と
の
E
o
n
-
E己
0
5
u
)
、
と
し
て
の
一
判
事
に
お
立
さ
せ
℃

設
突
し
加
制
し
た
。
と
れ
が
印
ち
近
世
毅
有
史
の
笈
端
を
な
せ
る
人
文
、
主
義
(
江
戸
戸
5
2
2
2
)

で
あ
る
。
然
じ
な
が
ら
と
の
人
文
主
義
は
本
来

つ
制
的
、
宗
教
的
な
る
も
の
」
に
自
立
す
る
「
人
間
的
現
世
的
な
る
も
の
」
を
桜
拐
し
て
お
り
な
が
ら
、
事
貨
は
示
一
絞
殺
脊
と
釘
立
し
な
い
で

却
で
そ
れ
と
結
令
し
て
後
炭
し
た
。
部
ち
北
械
の
宗
教
改
革
運
動
は
そ
の
桜
本
将
紳
が
自
我
の
自
党
、
白
山
、
五
一
一
一
位
の
径
一
政
に
以
ざ
す
町
"
に
於
て
、

市
駄
の
文
逃
復
興
法
勤
の
後
炭
と
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
.
事
質
上
宗
教
改
革
の
指
導
者
た
る
ル
l
テ
ル
や
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
は
、
人
文
的
教
科

ιよ
る
民
家
の
感
家
が
宗
教
教
育
の
先
決
裂
件
で
あ
る
と
と
を
約
祭
し
て
、
大
い
に
一
布
悩
脈
経
旬
の
古
…
池
山
吉
山
胤
(
を
笑
納
し
た
の
で
あ
る
。

古
典
を
毅
材
と
す
る
人
文
主
議
毅
育
は
そ
の
本
来
の
意
義
に
於
て
は
‘
人
間
性
の
多
方
凶
の
救
護
を
目
ざ
し
、
そ
の
乎
段
方
法
と
し
て
希
ぬ

川
紘
一
腕
、
の
十
日
山
一
(
宇
一
一
等
返
し
た
の
で
あ
る
が
も
十
六
世
紀
頃
に
及
ん
で
は
と
の
方
法
と
し
て
の
市
共
事
mm
そ

ωも
の
が
は
的
と
な
り
、
同
も
平
に
そ

の
形
式
的
方
財
の
修
得

K
凶
は
れ
て
、
内
容
の
玩
味
活
用
を
忘
れ
、
人
文
主
義
と
は
平

K
布
切
り
修
得
に
一
小
設
の
労
力
を
本
一
交
す
る
所
の
忌
む

べ
き
「
…
一
一
一
口
荷
主
義
」
(
〈
2σ
乙
町
一
戸
)
と
考
へ
ら
れ
る
に
五
っ
た
。
問
も
と
の
傾
向
は
見
民
進
ん
で
、
古
典
作
品
中
キ
ケ
ロ
の
み
を
偏
前
一
し
.
つ
て

の
文
を
情
的
し
、
そ
の
初
仰
を
川
ひ
て
忠
惣
を
一
災
現
す
る
と
と
に
点
心
後
一
蹴
す
る
一
仰
の
「
キ
ケ
?
一
七
一
一
日
一
件
一
ハ

C
2
2一円三一回目
J

J

)

に
ま
で
脱
落
す
る

に
一
点
っ
た
の
で
あ
る
。

人
文
、
正
義
、
古
典
主
義
が
新
か
る
政
務
の
注
を
仙
一
り
ハ
ご
あ
る
切
に
、
一
万
で
は
一
以
人
文
主
義
、
反
古
典
主
義
の
教
育
が
次
第
に
勃
興
し
て

来
た
。
そ
れ
は
郎
ち
質
問
伊
主
義
(
門
戸
三
百
三
の
教
育
と
そ
れ
に
作
へ
る
梓
同
制
話
勧
と
で
J

必
る
。
官
接
主
義
は
一
事
物

(r山
)ιω
ナ
る
教
育

で
あ
っ
て
、
現
在
る
一
胃
液
(
〈
2
・C
F
5
戸
〉
民
間
は
れ
た
る
一
一
訴
訟
主
義
と
別
立
す
る
。
古
典
叡
背
山
ち
人
文
主
義
毅
育
は
.
Y
H

実

ιよ
る
殺
育
で
あ

D



沿
山
町
織
に
よ
る
毅
吋
円
で
あ
る
が
、
川
淀
川
伊
主
義
は
…
品
物
に
小
山
殺
し
一
賞
作
一
治
氏
卸
し
て
教
育
す
る
と
と
を
本
似
と
す
る
ο

併
し
従
事
主
義
と
雌
も
ふ
一
ノ
¥

一
…
…
刊
誌
な
し
に
は
毅
育
を
行
ひ
符
広
い
。
故
に
そ
れ
は
一
寸
一
弘
川
一
般
を
排
斥
す
る
の
で
は
な
く
て
古
典
泌
を
排
斥
す
る
の
で

b
る
。
或
は
少
く
と
も

古
典
訟
に
先
立
っ
て
母
凶
訟
を
紋
へ
る
と
と
を
力
説
す
る
の
で
る
る
。
斯
く
し
て
従
事
主
義
は
母
凶
一
川
辺
動
と
結
合
し
て
後
反
し
た
。
ラ
ト
ケ

・
コ
メ
一
一
ウ
ス
・
ロ
ツ
グ
伶
…
?
の
淀
川
伊
主
義
者
は
何
れ
も
外
附
訟
の
前
に
件
川
内
訟
を
、
五
山
県
誌
の
前
に
近
代
誌
を
教
育
の
主
説
内
容
と
す
べ
き
こ
と

を
拾
い
た
。
コ
メ
ユ
ウ
ス
の
考
へ
た
毅
育
制
度
に
於
て
も
一
政
よ
り
六
歳
ま
で
の
幼
児
を
殺
育
す
る
「
母
税
事
校
」
(
印
の
7
0
F
S戸門
g
F
ι
…。

百
三
百
円
仙
の
日
百
三
郎
ち
家
庭
教
育
は
文
字
通
り
件
が
「
祉
の
一
一
一
一
阿
茶
'
一

(
P
E
E
-告
.25)
を
以
て
庶
物
の
知
識
を
授
け
、
道
総
的
(
一
川
数
的
陶
冶
を
行

ふ
も
の
で
あ
り
、
七
歳
よ
り
十
二
歳
ま
で
の
少
年
を
教
育
す
る
「
件
凶
町
一
同
州
学
校
」
ハ
山
の
g
F
S
E
E
-一h
f
(
t
o
m
の一三一の

(-2・
7
{
{

戸げ[
0
3
℃
門
戸
与
の
)
は
似
州

議
誇
を
以
て
一
一
抗
議
算
数
北
ハ
仰
の
法
総
的
陶
冶
を
行
ふ
。
十
三
歳
よ
り
十
八
歳
迄
の
青
年
を
牧
山
存
す
る
「
…
級
何
一
昨
山
学
校
'
一
(
印
(
一
一
戸
C
F
U
Z
F
丸一の

州
、
主
巳
己
主
H
O
ω

各
三
の
)
に
於
て
初
め
て
雑
旬
訟
を
主
と
し
て
希
蹴
一
治
及
び
へ
プ
ラ
イ
一
訟
を
数
へ
、
最
後
に
十
九
歳
よ
り
二
十
四
歳
ま
で
の
一
初
期
批

年
期
に
該
滋
す
る
「
大
勝
」
ハ
〉
2
号
ヨ
一
戸
、
丸
山
の
〉

Eng-戸
互
に
於
て
古
典
の
一
居
咲
い
談
中
交
を
似
(
へ
る
の
で
あ
る
。
右
の
提
案
は
そ
の
ま
二
貰

施
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
が
、
併
し
近
枇
紘
洲
諸
闘
の
殺
育
制
…
伎
の
必
本
形
態
を
悦
供
し
た
。
部
ち
家
庭
一
教
育
及
び
初
等
山
政
官
は
件
凶
訟
を
中

心
と
し
、
中
紘
一
寸
毅
育
及
び
高
等
毅
育
が
十
日
山
一
一
認
を
中
心
と
す
る
と
と
が
、
一
般
の
原
則
と
友
っ
た
の
で
あ
る
ο

貨
準
主
設
は
斯
く
の
如
く
体
制
霊
山
一
通
勤
と
結
合
す
る
と
と
に
よ
っ
て
古
典
主
義
と
の
釘
立
を
袋
、
ペ
明
か
に
し
て
米
た
の
で
あ
る
が
、
と
の
意

味
の
一
従
製
主
義
の
背
後
に
あ
る
時
代
精
榊
と
し
て
私
は
二
つ
り
基
本
動
向
を
数
へ
る
と
と
が
出
来
る
。
第
一
は
近
世
文
化

ω法
制
を
な
せ
る
物

質
文
明
へ
の
市
町
求

i
ー
そ
の
指
導
力
た
る
科
率
的
運
動
で
あ
り
、
第
二
は
等
し
く
近
世
史
の
基
本
を
左
せ
る
凶
民
的
自
先
で
あ
り
、
凶
家
主
義

運
動
で
あ
る
。
第
一
医
科
態
的
特
榊
を
以
て
自
然
兆
を
認
識
し
、
認
識
を
利
用
し
て
自
然
界
を
支
配
し
、
自
然
を
人
間
に
奉
仕
せ
し
め
ん
と
す

る
近
代
人
的
要
求

i
iベ
ー
コ
ン
の
所
間
「
知
識
は
力
怠
り
」

(
F
~
g
E
2
3円
0
2
5
)

と
の
桜
一
礼
mi--は
直
接
に
「
事
物
」
そ
の
も
の
に
人

間
の
関
心
を
惹
い
て
「
従
皐
主
義
」
を
恕
し
事
そ
の
場
令
に
必
要
丘
一
一
一
口
話
は
母
同
一
訟
を
以
て
事
込
る
も
の
と
し
て
「
件
凶
一
命
運
動
」
に
結
合
し

た
。
第
二
に
十
六
、
十
七
世
紀
州
引
は
は
側
各
泌
が
そ
の
宗
教
的
、
政
治
的
紛
手
を
…
辿
じ
て
漸
く
凶
氏
的
自
党
を
促
さ
れ
、
宗
教
も
政
治
も
一
般

7 



新
く
し
て
翠
舎
の
母
凶
訟
詳
、
磁
殺
の
制
定
等
と
初
版
徹
し
て
持
泌
語
紙

文
化
も
名
閣
総
自
の
性
慌
に
基
づ
い
て
似
性
化
せ
ら
れ
て
行
っ
た
。

育
運
動
が
各
溺
に
勃
興
し
た
の
で
あ
る
。

物
質
文
明
と
悩
家
主
義
と
い
ふ
近
世
史
の
必
本
動
向
民
支
へ
ら
れ
た
笈
襲
、
主
謀
、
母
凶
一
江
川
一
連
動
は
、
精
一
料
的
に
し
て
起
凶
家
的
な
る
古
典
毅

育
宇
一
次
第
に

Mm治
し
排
接
し
て
来
た
。
古
典
教
育
は
一
初
め
は
中
等
務
校
以
上
の
毅
育
の
中
心
的
地
伎
を
占
め
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
次

第
に
排
斥
せ
ら
れ
て
、
大
部
分
の
中
ん
奇
襲
校
は
一
抑
制
問
「
従
川
村
中
等
製
校
」
(
ご
と

5
2
5
5
5コ
〉
と
し
て
古
典
よ
り
も
従
事
卸
ち
自
然
朴
容
や
一
夜

栄
的
欲
科
を
主
と
す
る
も
の
と
な
り
、
僅
少
の
所
出
「
文
科
中
等
製
校
」
ハ
2
5
3
{
去
に
の
7

2

(
ゼ
一
三
戸
山
一
三
三
が
少
数
の
上
流
子
弟
を
釣
門
家
と
し
て

古
典
殺
育
の
銃
殺
を
守
る
と
い
ム
税
献
で
あ
る
。
高
等
敬
~
{
内
部
ち
大
療
に
於
て
も
、
文
科
中
等
製
校
か
ら
早
生
を
受
依
る
百
紘
一
科
や
一
糾
態
別
料
や

法
療
科
の
み
が
古
典
教
育
を
傘
宣
し
、
度
科
中
等
製
校
の
系
統
を
引
く
所
の
器
科
や
恐
科
や
長
引
杵
や
工
科
ル
ム
サ
は
女
第
に
古
典
殺
育
を
一
架
て
つ
込

あ
る
の
で
あ
る
も
新
く
し
て
裂
す
る
に
現
在
に
於
て
は
古
典
毅
育
は
中
等
毅
育
の
一
部
及
び
均
等
叡
育
の
一
部
に
筏
作
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、

初
等
毅
育
の
企
部
及
び
中
等
高
等
教
育
の
大
部
分
は
、
反
古
典
主
義
の
指
導
精
一
別
に
支
配
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
サ
パ
ひ
件
る
の
で

b
る
。
(
以
上
は

主
と
し
て
獄
抱
一
に
就
て
注
べ
た
の
で
あ
る
が
、
英
米
悌
等
に
於
て
も
事
態
は
略
同
級
で
あ
る
)

以
上
の
史
的
概
観
に
よ
っ
て
、
苦
々
は
間
洋
の
古
典
教
育
が
次
第
に
高
等
教
育
の
領
域

ι起
ひ
詰
め
ら
れ
て
来
た
と
と
を
論
結
し
得
る
で
あ

ら
う
。
併
し
と
れ
は
一
一
政
粉
維
に
す
ふ
な
ら
ば
、
毅
育
が
普
及
し
て
凶
民
大
衆
が
一
教
育
の
引
裁
と
友
り
、
そ
の
泌
氏
大
京
は
生
前
の
直
援
の
必

一
掛
か
ら
殺
育
幻
想
や
殺
育
内
容
を
挺
求
す
る
が
放
に
、
古
典
主
義
の
代
り
に
貨
院
中
主
義
や
付
凶
訴
を
採
川
し
た
の
で
あ
る
。
放
に
古
典
荻
育
は

初
め
樹
氏
大
京
の
問
に
行
は
れ
て
後
に
そ
れ
が
少
数
上
流
心
人
士
の
加
に
埠
ひ
訪
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
上
流
少
数
の
人
士
。
た

め
の
数
妥
で
あ
り
、
そ
し
て
紋
育
は
初
め
上
流
少
数
の
人
士
に
の
み
行
は
れ
、
下
法
大
設
は
毅
育
の
機
人
程
花
山
県
か
ら
中
広
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

彼
等
が
教
育
左
肌
ハ
へ
ら
れ
る
絞
に
な
る
広
及
ん
で
，
そ
れ
は
彼
等
の
生
活
の
必
要
を
直
接
に
充
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
去
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
般
に
古
典
教
育
が
下
庇
か
ら
上
流
に
込
ひ
詰
め
ら
れ
た
と
い
ふ
よ
り
も
、
救
育
の
斜
械
が
上
流
か
お
り
下
ほ
に
強
大
せ
ら
れ
、
制
も
古
典
叡

常
時
は
上
山
内
の
加
に
消
ま
っ
た
と
併
す
べ
き
で
あ
る
。

8 



日
本
の
近
世
教
育
史
も
亦
古
典
教
育
の
地
住
民
闘
す
る
限
り
は
踏
ん
ベ
同
洋
り
そ
れ
と
紙
を
一
に
し
て
ゐ
る
と
私
は
思
ふ
。
徳
川
幕
府
の
文
数

奨
励
に
よ
っ
て
日
本
は
文
裂
後
腕
〈
則
を
迎
へ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
と
に
先
づ
復
興
し
た
の
は
決
文
十
日
比
(
で
あ
り
、
就
中
儒
準
で
あ
っ
た
。
朱
予

感
派
、
陽
明
事
一
派
、
古
勝
一
・
派
、
折
衷
壊
滅
、
士
道
派
等
は
何
れ
も
儒
療
を
中
心
と
す
る
古
典
教
育
の
分
派
と
見
る
と
と
が
出
来
る
。
穀
育
制
皮

か
ら
一
寸
前
っ
て
も
、
幕
府
産
憾
の
日
間
一
や
奴
率
問
所
の
米
子
製
を
始
め
と
し
て
、
務
事
、
郷
容
の
如
き
公
立
一
敏
育
機
闘
は
決
棋
を
山
中
心
毅
科
と
し
、

そ
の
お
象
(
生
徒
)
と
し
て
は
主
と
し
て
士
族
子
弟
を
牧
容
し
た
の
で
あ
る
。

之
に
反
し
て
寺
子
山
肢
は
庶
民
敬
育
機
関
と
し
て
後
遺
し
、
町
人
百
姓
の
子
弟
に
お
し
生
活
に
直
接
必
須
な
る
一
政
情
一
一
時
伯
仲
数
を
数
へ
た
。
勿
論
そ

と
に
(
間
惑
の
如
き
)
淡
壊
も
行
は
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
他
の
毅
科
内
容
に
北
し
で
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
寺
子
屋
は

平
氏
教
育
、
被
支
配
併
紋
の
毅
育
を
一
一
川
り
‘
滞
感
、
郷
m
料
法
サ
は
土
絞
殺
育
、
支
配
府
紋
の
紋
育
を
司
っ
た
と
見
る
と
と
が
出
来
る
。

然
し
な
が
ら
凶
家
主
義
広
封
ず
る
古
典
主
義
の
地
伎
に
総
し
で
は
凶
洋
と
日
本
と
は
明
か
に
越
を
具
に
し
て
ゐ
る
。
凶
洋
の
州
側
家
主
義
は
母

側
諸
運
動
を
但
し
て
起
側
系
的
な
る
古
典
致
育
と
封
立
し
た
け
れ
ど
も
、
日
本
に
於
て
は
模
壊
と
そ
は
治
則
間
経
世
一
関
尽
の
動
機
を
以
て
接
ば
れ

た
の
で
あ
る
。
尤
も
や
が
て
樹
療
が
勃
興
す
る
に
及
び
、
凶
患
者
は
・
自
己
の
立
場
を
有
利
に
展
開
す
る
た
め
に
渉
、
鼎
を
日
本
間
家
主
一
殺
の
敵
で

あ
る
か
の
如
く
に
排
撃
し
、
と
訟
に
渋
川
勝
十
古
典
毅
育
は
磁
家
主
義
教
育
と
釘
立
さ
せ
ら
れ
た
。
但
し
凶
思
惑
勤
そ
れ
自
身
が
日
本
古
典
教
育
で

あ
る
と
と
を
忠
へ
ば
、
と
λ

で
ほ
十
は
此
ハ
敬
育
一
般
が
凶
家
主
義
と
鈍
立
し
た
の
で
は
な
い
と
と
込
な
る
o

稲
も
日
本
の
浅
製
は
、
間
倒
的
学
者
の
排

斥
に
も
抑
ら
や
r

事
官
上
位
倒
的
般
に
も
劣
ら
ざ
る
税
ぃ
肢
の
凶
家
的
関
心
に
支
へ
ら
れ
、
殊
に
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
日
本
側
家
の
務
燥
に
貢
献

し
た
λ
土
は
却
て
漠
事
の
一
栄
養
の
上
に
立
っ
た
人
々
の
中
に
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
日
本
に
於
て
は
倒
拳
も
滋
感
も
北
ハ
に
古
典
教
育

の
内
容
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
凶
家
主
義
と
お
立
す
る
も
の
で
な
く
、
唯
庶
民
大
衆
の
生
活
に
註
凝
必
裂
な
る
数
脊
を
傘
常
一
一
す
る
貨
準
主
義
と
お

ふ
必
ず
る
の
み
で
あ
る
Q

明
治
以
後
の
臼
本
毅
育
は
凶
洋
教
育
を
多
分
に
採
入
れ
て
米
た
が
故
に
今
日
ゐ
呂
本
数
育
K
於
け
る
お
典
主
義
は
凶
い
え
十
日
成
ハ
と
炭
え
古
山
内
と

誇
洋
吉
伐
と
の
一
一
…
訟
を
A
ぬ
ん
で
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
れ
等
が
何
れ
も
上
級
の
感
校
に
於
て
事
変
上
支
配
的
勢
力
乞
占
め
て
ゐ
る
。
昔
は
士
族
、
文

- 9 
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配
批
m
紋
ψ
数
義
で
あ
っ
た
五
兆
が
今
日
に
於
て
は
高
等
数
育
を
受
け
る
詳
の
致
委
を
特
色
づ
け
て
起
り
‘
そ
し
て
高
等
教
育
を
受
け
た
者
が
事

泣
上
枇
ん
げ
の
各
万
部
氏
於
て
指
導
的
地
伎
を
・
が
め
る
と
と
を
恕
へ
ば
、
や
は
り
古
典
教
育
は
文
俊
陪
放
の
毅
育
で
あ
る
と
一
一
一
一
日
ふ
と
と
が
出
来
る
Q

唯
今
日
に
於
て
は
文
一
舵
階
級
と
言
ふ
よ
り
も
指
導
階
級
と
一
一
一
一
口
ふ
万
が
治
切
で
あ
り
、
市
も
そ
の
場
合
の
階
級
と
は
身
分
や
財
産
上
の
指
紋
で
は

訟
く
て
、
主
と
し
て
精
榊
上
の
優
劣
か
ら
来
る
階
級
で
あ
る
。
故
に
古
典
救
育
は
精
一
例
的
支
族
主
義
(
の
含
5
2去
を
丘
一
の
)
を
代
去
す
る
J

精

一
判
的
優
越
者
が
民
裁
の
指
導
階
級
と
な
る
こ
と
、
同
も
そ
の
指
導
階
級
は
五
典
的
救
護
を
以
て
特
色
と
す
る
と
と

i
i
と
の
立
味
の
粉
榊
的
支

族
主
義
と
そ
古
典
教
育
の
佼
依
を
決
定
す
る
組
本
前
徒
で
あ
る
。

ニ
‘
教
育
の
段
階
に
於
け
る
古
典
教
育
の
地
位

上
越
の
史
的
概
観
が
論
結
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
百
品
川
〈
救
育
は
高
等
教
育
に
於
て
そ
の
凶
有
の
地
拡
を
輿
へ
ら
れ
‘
指
導
階
級
の
毅
一
安
を
特
色

づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
事
は
如
何
な
る
桜
械
に
法
づ
く
か
。
人
は
段
高
の
教
育
段
階
に
於
て
何
故
に
古
典
的
敬
一
一
交
を
必
要
と
す
る
の
で

b

る
か
。
と
れ
に
答
へ
る
と
と
が
部
ち
教
育
の
段
併
に
於
け
る
市
典
教
育
の
地
伎
を
必
礎
づ
け
る
と
と
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
脱
却
か
ら
五
兆
数

育
の
一
保
似

E
規
定
す
る
と
と

J
ぷ
る
ο

今
日
の
教
育
事
は
毅
育
の
段
階
を
三
伐
に
分
け
て
ゐ
る
。
第
一
段
は
法
礎
的
陶
冶
又
は
低
次
の
・
一
般
的
問
治
で
あ
る
。
そ
れ
は
未
だ
特
定
の

例
性
乃
一
点
職
業

i
i
特
定
の
生
活
形
式
!
ー
に
ま
で
向
治
す
る
と
と
を
意
胤
せ
や
し
て
、
如
何
左
る
似
性
に
も
戦
栄
に
も

i
i如
何
な
る
生
活

形
式
に
も

!
i共
通
に
必
裂
訟
法
泌
を
養
ふ
窓
味
に
於
て
恭
礎
的
陶
冶
と
呼
ば
れ
る
。
従
っ
て
そ
と
で
は
依
き
校
い
は
に
於
て
、
一
切
の
伏
他
方

向
が
温
水
せ
ら
れ
、
一
切
の
能
力
が
修
練
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
低
次
の
一
般
的
向
治
と
は
と
の
別
で
あ
る
。
官
通
殺
育
は
、
初
等
た
る
と

山
中
ル
仇
寸
た
る
と
を
問
は
宇
と
の
段
府
に
磁
す
る
。

第
二
段
は
版
業
的
陶
治
又
は
専
門
的
陶
治
で
あ
る
。
そ
れ
は
専
門
事
絞
及
び
大
串
各
分
科
に
於
て
行
は
れ
る
と
北
ハ
に
も
特
定
の
職
業
に
従
事

す
る
と
と
に
よ
っ
て
一
続
的
般
に
行
は
れ
る
。
故
に
人
は
一
円
同
一
戦
法
引
に
印
し
て
就
事
又
は
就
織
を
す
れ
ば
、
生
泌
を
通
じ
て
職
業
的
陶
冶
を
交



日-11 ......... 
け
る
わ
け
で
わ
る
。
相
似
て
織
業
と
は
と
れ
を
京
般
的

K
lー
そ
の
人
自
身
に
就
て

i

i
見
れ
ば
特
定
‘
の
炉
、
他
方
向
を
中
心
と
し
て
・
一
切
の
活
動

を
特
定
の
俗
態
に
組
織
し
、
そ
の
生
治
形
態
を
永
続
的
に
保
持
し
‘
訴
え
逃
め
て
行
く
と
と
で
あ
る
。
次
に
谷
川
似
的
に

i
i枇
命
的
、
文
化
的

に
l
i見
れ
ば
、
戦
業
と
は
一
枇
合
の
文
化
悦
械
に
於
け
る
特
立
の
地
位
役
割
を
充
た
す
と
と
で
あ
る
。
そ
し
て
同
時
に
枇
合
か
ら
常
然
の
報
酬

を
受
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
の
生
計
を
維
持
す
る
と
と
で
あ
る
。
故
に
職
業
主
成
く
と
と
は
同
時
に
特
定
の
文
化
捻
任
者
と
し
て
特
定
の
批

命
的
地
位
を
山
め
生
計
の
訟
を
得
る
と
と
で
あ
る
。
従
っ
て
職
業
的
問
治
は
人
の
生
活
を
特
定
の
悦
他
方
山
花
制
定
せ
し
め
、
人
の
能
力
を
特

定
の
川
市
態
に
組
織
せ
し
め
る
。
裁
縫
的
陶
冶
が
人
間
性
の
諸
方
向
を
平
行
的
に
助
長
し
た
の
に
お
し
て
、
戦
山
公
的
向
治
は
そ
れ
を
集
中
的
に
統

令
し
強
化
し
、
人
を
し
て
特
定
の
生
活
叙
域
に
淡
入
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
人
は
自
己
が
淡
入
せ
る
特
定
侠
城
の
外
花
氏
く
世
外
と
人
生
と
の
あ
ら
ゆ
る
制
限
岐
に
接
脳
せ
ん
と
す
る
妥
求
を
布
ず
る
。
換
一
一
一
一
目

す
れ
ば
求
心
的
に
集
中
し
て
行
く
一
以
耐
広
、
法
心
的
民
自
己
の
人
間
性
を
抜
大
せ
ん
と
す
る
希
認
を
抱
い
て
ゐ
る
。
市
も
斯
か
る
一
山
武
求
は
一
決
し

て
自
己
の
批
判
業
を
放
梁
し
似
性
を
波
却
す
る
所
以
で
は
な
く
、
却
っ
て
自
己
の
地
位
戦
莱
を
ば
政
大
友
る
文
化
的
批
命
的
闘
聯
の
一
関
節
と
し
.

で
よ
り
よ
く
現
併
し
‘
自
己
の
似
性
を
ば
山
中
守
山
な
る
世
界
と
へ
生
の
意
味
内
容
を
背
景
と
し
て
、

ρ
合
々
鮮
明
に
自
党
し
育
成
し
て
行
く
所
以
で

あ
る
。
斯
く
の
如
く
特
殊
の
戦
業
的
保
械
を
超
え
て
炭
く
人
間
一
般
と
し
て
の
毅
婆
を
設
ま
し
め
、
国
は
れ
た
る
職
業
人
と
し
て
の
背
後
に
人

間
と
し
て
の
自
由
な
る
立
場
を
得
し
め
ん
と
す
る
の
が
、
高
次
の
一
般
的
陶
冶
で
あ
り
、
教
育
の
第
三
の
最
高
の
段
階
で
あ
る
。

上
迷
の
如
き
高
次
の
一
般
陶
治
、
人
間
陶
治
は
如
何
広
し
て
謹
せ
ら
れ
る
か
。
そ
れ
は
第
一
に
は
職
業
陶
冶
の
深
化
に
よ
っ
て
訟
の
づ
か
ら

迷
せ
ら
れ
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
職
業
は
一
防
法
の
如
く
特
殊
の
中
心
に
よ
っ
て
会
人
格
を
統
一
し
た
生
活
形
態
で
あ
る
か
ら
、
そ
と
に
は
人
間

性
の
す
べ
て
が
多
か
れ
少
か
れ
包
含
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
故
に
ま
た
す
べ
て
の
方
向
に
進
め
ば
進
み
得
べ
き
端
初
と
脈
絡
と
が
滞
ん
で
ゐ
る
。
そ

し
て
深
く
掘
ら
ん
が
た
め
に
は
何
時
に
旋
く
招
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
如
く
、
専
門
化
の
い
労
力
は
必
然
に
多
方
耐
の
陶
冶
を
妥
求
し
、
立
つ
可
能
に
す

る
。
人
は
そ
れ
放
に
自
己
の
戦
業
を
長
花
園
潟
に
力
強
く
遂
行
し
て
行
く
た
め
に
は
、
そ
れ
に
関
聯
す
る
各
種
の
文
化
汁
各
粧
の
生
活
と
必
然

に
殺
鰯
す
ぺ
く
専
門
家
と
し
て
の
偉
大
さ
を
期
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
人
間
と
し
て
の
偉
大
さ
に
到
達
す
る
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
Q
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シ
ユ
プ
ラ
ン
ガ
)
が
「
高
き
一
般
陶
治
へ
の
注
は
、
職
業
主
通
じ
て
、
た
ど
戦
業
を
通
じ
て
の
み
導
か
れ
る
」
と
断
言
し
た
の
は
と
の
事
態
に

よ
っ
て
系
金
問
せ
ら
れ
る
。
ケ
ル
シ
ヱ
ン
シ
ユ
ク
イ
ナ
ー
に
於
け
る
職
業
陶
治
と
人
間
陶
治
と
の
合
致
も
亦
ζ

の
趣
旨
に
外
注
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
職
業
を
通
じ
て
建
せ
ら
れ
る
一
般
陶
冶
は
、
飽
迄
も
特
殊
の
中
心
に
よ
っ
て
統
一
せ
ら
れ
た
似
坊
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
如
何
に

践
く
如
何
に
深
く
る
ら
う
と
も
、
依
然
と
し
て
特
殊
の
生
活
鍛
域
た
る
を
犬
、
は
な
い
。
そ
こ
で
は
、
よ
し
世
界
、
人
生

ω
一
切
が
眺
め
ら
れ
よ

う
と
も
、
そ
れ
は
特
定
の
秘
結
か
ら
挑
め
ら
れ
た
世
界
、
人
生
で
あ
る
υ

五
日
々
は
そ
れ
故
広
、
一
般
陶
治
へ
の
第
二
の
、
同
も
本
来
の
方
途
を

ば
職
業
を
離
れ
て
端
的
に
金
総
的
文
化
‘
司
会
徳
的
人
生
、
金
銭
的
世
芥
に
向
ふ
と
と
に
於
て
見
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
特
殊
か
ら
金
総
に
鎖
が
る

の
で
は
泣
く
、
選

ι全
般
か
ら
特
殊
を
眺
め
る
と
き
初
め
て
人
は
自
己
を
組
併
し
、
自
己
の
職
業
を
正
し
く
遂
行
す
る
と
と
が
山
内
糸
る
。
新
く

の
如
く
会
搬
を
端
的
に
捉
へ
る
た
め
の
一
般
陶
冶

ρ門
容
と
し
て
，
資
々
は
折
内
山
路
?
と
い
え
裂
と
.
経
史
と
(
一
万
殺
と
を
そ
の
、
子
ぷ
る
も
の
に
数
へ
る
。

常
務
は
世
界
と
入
生
と
を
会
鰐
と
し
て
明
論
的
鰻
系
の
裂
に
犯
梶
せ
ん
と
す
る
努
力
で
あ
る
。
世
界
視
の
県
と
し
て
の
形
而
上
事
や
自
然
哲

襲
、
人
生
紛
の
接
と
し
て
の
道
徳
J

官
接
や
一
般
文
化
折
口
接
は
全
世
界
を
背
景
と
す
る
人
生
の
会
践
的
刷
用
と
意
義
と
を
整
然
た
る
叫
論
と
し
て

数
へ
、
ま
た
認
一
税
論
は
一
般
に
判
論
そ
の
も
の
為
可
能
州
伏
線
や
安
定
性
を
吟
味
し
て
的
秒
以
川
の
基
礎
づ
け
を
輿
へ
る
で
あ
ら
う
。
次
に
文
部
一
一
は
川
別

々
の
兵
閥
的
註
観
的
形
象
を
通
し
て
、
世
出
作
及
び
人
生
の
会
館
的
一
般
的
怠
る
一
意
味
を
努
話
せ
し
め
る
。
凡
7
r
，
謀
術
家
は
迎
知
と
概
念
と
の
代

り
に
知
的
意
の
会
酬
慨
を
.
鋭
き
…
附
一
党
と
具
鰐
性
の
把
握
と
に
作
用
せ
し
め
て
そ
と
に
世
非
を
描
き
人
生
を
託
る
。
一
や
凡
.
な
る
世
界
の
姿
態
と
狭

階
段
る
人
生
の
悦
域
と
に
…
斗
自
を
馴
ら
さ
れ
て
、
日
毎
に
魯
鈍
化
し
凡
脱
化
せ
ん
と
す
る
封
々
は
、
文
巡
と
の
採
織
に
よ
っ
て
、
世
旧
介
と
人
生

と
の
強
か
な
る
内
一
件
と
泌
き
意
味
と
を
輿
へ
ら
れ
る
の
で

b
る
。
廷
に
極
史
は
人
生
の
過
去
の
内
容
と
意
味
と
を
輿
へ
て
、
現
賞
。
よ
り
よ
き

理
解
と
米
来
へ
の
正

L
き
展
望
一
と
を
促
す
。
そ
れ
は
人
生
の
多
様
の
姿
態
を
具
態
別
広
明
示
す
る
と
と

K
よ
っ
て
製
ぷ
者
の
限
必
を
豊
山
市
に
充

質
せ
し
め
、
そ
の
問
を
官
(
く
膝
史
的
凶
果
、
一
路
史
的
彼
環
を
暗
示
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
現
在
及
び
将
来
の
自
己
の
行
動
に
忠
成
あ
る
自
由
を

輿
へ
る
。
最
後
に
山
一
一
小
殺
は
有
限
の
現
散
を
超
え
て
永
一
紛
の
米
米

ι向
は
し
め
、
小
村
以
の
入
力
の
彼
方
に
絡
釘
の
榊
仰
を
仰
が
し
め
る
。
人
は
~
…
部

殺
に
よ
っ
て
一
た
び
現
世
の
ほ
氷
川
収
丘
さ
と
入
力
の
弱
少
と
に
就
い
脱
な
る
心
情
を
ほ
ひ
、
や
が
て
は
現
世
の
裡
に
氷
山
地
の
相
を
必
め
山
初
、
注
入
の
心



に
一
例
仰
の
磁
を
撚
い
て
限
り
な
き
悦
び
と
力
と
に
勇
み
立
つ
。
と
の
純
脱
去
勇
敢
と
を
一
波
ね
た
る
敬
践
の
態
度
ζ

そ
は
、
世
非
と
人
生
と
己
れ

向
ら
と
を
異
に
深
く
別
解
し
)
真
紀
五
し
く
庭
環
ず
る
者
の
態
度
で
あ
る
。

斯
く
の
如
《
材
態
と
文
欝
と
一
幣
史
と
山
ぺ
一
小
殺
と
は
、
高
次
の
一
般
的
問
治
の
、
ヤ
十
一
安
内
詳
ぜ
あ
る
が
放
に
、
人
は
他
の
如
何
な
る
戦
業
に
従
事
す

る
場
合
に
も
1

1

或
は
と
れ
等
の
一
般
的
陶
冶
の
毅
科
の
何
れ
か
を
職
業
的
に
逃
求
す
る
者
に
於
て
も
;
!
と
れ
等
す
べ
て
を
精
…
紳
の
不
断
の

絡
と
し
て
も
自
己
を
自
由
に
阪
大
に
深
速
に
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
専
門
製
校
や
大
接
が
殺
説
的
陶
冶
の
外
に
一
般
的
陶
治
の
使
命
を
有

す
る
と
と
は
一
一
行
ふ
ま
で
も
な
い
が
も
榔
民
社
曾
に
於
て
戦
業
に
従
事
し
つ

u
b
る
者
と
雌
も
，
と
の
給
の
一
般
的
陶
冶
を
得
ぺ
き
一
五
本
八
を
ム
芯
つ
て

は
な
ら
ぬ
。
所
謂
成
人
殺
育
も
、
限
前
の
功
利
や
窮
迫
し
た
時
弊
の
針
策
の
み
を
間
的
と
せ
十
一
に
、
一
等
ろ
高
次
の
一
般
陶
冶
を
授
け
る
と
と
に

よ
っ
て
、
州
内
氏
犬
衆
に
精
一
判
的
飴
符
と
成
く
山
内
き
見
識
と
を
胤
(
へ
る
と
と
を
意
協
す
ぺ
を
で
あ
る
ο

私
は
ん
ウ
や
溺
く
古
典
教
育
の
佼
航
を
断
定
し
得
ぺ
き
機
舎
に
注
し
た
。
市
此
(
と
そ
は
ま
さ
に
土
法
の
一
般
陶
治
内
科
を
合
む
兵
般
的
代
表
的

文
化
財
で
あ
る
。
文
郊
に
於
け
る
経
史
文
の
古
典
、
印
。
度
に
於
け
る
折
円
単
宗
教
の
芯
典
、
一
回
洋
に
於
け
る
希
験
線
潟
以
来
の
各
般
の
古
典

i
i

と
れ
等
の
古
典
は
官
接
と
文
畿
と
限
史
と
山
一
封
殺
と
の
諸
契
機
を
、
或
は
例
別
的
に
併
し
多
く
は
綜
合
的
に
包
含
し
て
、
出
き
一
般
的
治
の
た
め

の
永
遠
の
絞
典
と
な
っ
て
ゐ
る
0

・
古
来
の
建
人
有
識
者
‘
指
導
的
級
は
仰
れ
も
と
れ
等
の
古
典
を
製
ぶ
と
と
に
よ
っ
て
、
人
間
と
し
て
の
控
訴

な
る
毅
養
を
獲
得
し
、
自
己
と
人
々
と
を
向
き
見
識
に
於
て
達
制
似
し
、
そ
の
起
居
一
一
一
一
円
勤
に
徐
裕
と
落
付
と
を
兵
へ
来
っ
た
の
で
あ
る
。
古
典
殺

育
が
教
育
の
最
高
段
併
に
枕
し
、
指
導
陪
級
の
毅
養
を
保
持
し
た
所
以
は
ま
さ
に
と
れ
に
外
な
ら
泣
い
。

阜
、
古
典
の
教
脊
的
環
笛
の
諸
相

…13一歩

毅
脊
の
段
階
に
佼
置
づ
け
て
古
典
教
育
の
一
般
的
依
慌
を
級
殺
し
た
私
は
ん
γ
や
更
に
立
入
っ
て
古
典
殺
育
の
伎
飢
の
諸
相

l
i換
一
一
訂
す
れ
ば

古
典
の
毅
育
的
侠
値
の
諸
制

i
iを
分
析
列
胤
惜
し
た
い
と
思
ふ
。

第
一
に
古
典
は
世
界
務
、
人
生
殺
の
類
郡
山
を
提
供
す
る
。
と
の
事
は
ま
た
綴
っ
て
古
典
の
本
質
を
訴
え
に
説
示
す
る
。
古
典
と
は
質
に
入
が
世

品
審
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轟曲事

的
介
，
人
生
を
思
索
し
搬
出
し
犯
射
す
る
場
人
n
の
品
川
(
刑
目
的
方
式
を
一
広
す
も
の
で
あ
る
。
例
べ
ば
プ
ラ
ト
ン
の
「
関
家
』
第
は
世
界
獄
、
認
識
論
、

制
門
家
紛
B

人
生
娘
、
教
育
搬
を
ば
到
恕
主
義
的
見
地
か
ら
整
合
的
に
把
握
す
る
場
合
の
典
川
町
を
示
し
、
ル
ソ
ー
の
「
枇
合
契
約
論
』
は
民
、
玉
、
主

義
、
白
山
主
義
の
見
地
に
主
て
る
人
生
税
、
問
門
家
線
、
政
治
論
の
此
(
加
一
を
敦
へ
る
。
そ
の
他
来
自
の
あ
ら
ゆ
る
古
典
は
、
人
が
苛
も
或
問
題
を

戎
見
地
に
立
っ
て
考
へ
る
場
合
の
公
式
的
思
れ
形
態
宣
一
不
す
も
の
で
あ
っ
て
、
時
代
が
移
り
人
が
愛
つ
ぷ
て
も
、
向
じ
れ
伎
の
問
題
を
河
じ
見
場

氏
立
っ
て
考
へ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
の
最
も
代
表
的
な
考
へ
方
が
そ
れ
に
一
一
校
合
す
る
古
典

ιよ
っ
て
輿
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
の
一
立
味
に
於

て
私
は
古
典
の
本
質
を
ば
芯
犯
の
「
数
刻
」
た
る
黙
に
求
め
る
。
そ
れ
は
無
数
の
思
想
形
態
を
そ
の
特
徴
に
従
っ
て
多
く
の
類
K
分
ち
縮
め
た

場
合
に
、
そ
の
各
郊
に
於
て
り
に
そ
の
類
の
特
徴
を
抑
制
者
に
優
勢
に
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
現
代
の
精
神
科
事
的
認
識
論
に
於
け
る
「
粉
剤

取
」
の
話
に
よ
っ
て
最
も
治
切
に
呼
ば
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
市
し
て
類
初
一
は
普
遍
的
人
間
性
を
何
等
か
の
特
徴
あ
る
組
織

ι形
成
し
て
ゐ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
つ
の
類
州
伐
の
示
す
一
怖
は
人
間
性
の
す
べ
て
で
は
な
く
て
何
等
か
の
一
部
で
ゐ
り
、
従
っ
て
各
和
の
類
型
が
和
合
し
て
一
初

め
て
人
間
性
の
余
貌
は
川
出
比
さ
れ
る
。
併
し
と
も
か
く
或
一
例
の
古
典
の
本
質
は
人
間
の
可
能
的
忠
想
形
態
の
仰
れ
か
の
型
式
を
特
に

mm
者
に
現

す
姑
K
存
す
る
が
放
に
色
彩
の
不
明
瞭
怠
る
も
の
、
特
徴
の

mm
き
も
の
は
古
典
の
資
格
な
く
、
仮
令
集
成
的
、
折
衷
的
危
る
古
典
で
も
、
代
ー
も

古
典
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
の
集
成
の
仕
方
、
折
衷
の
仕
方
が
典
型
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
。
競
っ
て
ま
た
典
型
的
思
想
で
あ
り
さ
へ
す
れ

ば
、
時
代
の
ん
物
議
は
必
や
し
も
古
典
の
水
質
に
関
係
せ
ヂ
、
州
側
め
て
最
近
の
或
は
現
存
中
の
思
想
家
の
著
作
に
す
ら
就
に
古
典
的
資
格
を
有
す

る
も
の
が
あ
る
。
悲
し
そ
れ
は
前
人
未
踏
の
新
見
地
を
就
中
代
表
的
に
示
し
て
ゐ
る
が
放
で
あ
る
。
斯
く
し
て
吉
比
一
は
絶
え
や
創
治
せ
ら
れ
増

加
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
が
も
そ
の
本
質
は
人
間
思
想
形
態
の
一
部
的
優
越
牲
に
於
て
肉
類
の
多
く
の
思
想
形
態
を
代
表
す
る
駄
に
存
す
る
。

と
の
一
郎
的
優
越
性
の
放
に
、
特
定
の
吉
山
川
(
は
そ
の
代
表
す
る
特
性
に
泣
き
人
々
に
よ
っ
て
得
意
…
せ
ら
れ
、
そ
の
特
性
に
類
す
る
傾
向
を
お
す

時
代
に
於
て
復
興
さ
せ
ら
れ
る
。
時
代
と
人
と
を
越
え
た
生
命
を
減
し
な
が
ら
も
同
も
時
代
と
人
と
に
依
存
し
て
勢
力
の
治
長
を
繰
返
す
所
に

吉
山
県
が
普
遜
的
思
想
形
態
の
一
面
的
抑
制
現

i
i類
担

!
iた
る
所
以
が
立
符
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

初
て
々
の
前
に
椋
た
は
る
雑
然
海
沌
た
る
世
界
‘
人
生
は
そ
れ
が
認
識
に
6

溺
ら
さ
れ
る
た
め
に
は
、
何
等
か
の
純
鳴
に
よ
っ
て
椛
成
せ
ら
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れ
る
こ
と
を
必
裂
と
す
る
。
と
の
純
時
的
一
機
能
を
必
す
も
の
が
烈
却
に
外
な
ら
な
い
。
出
し
て
古
典
は
少
数
賢
官
が
多
数
凡
人
に
代
っ
て
ζ

の
'

烈
却
を
川
窓
し
て
呉
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
民
一
什
々
凡
人
は
古
典
を
率
び
、
そ
の
川
山
杓
山
形
態
に
従
っ
て
怜
ω
介
、
人
生
を
挑
め
る
と
き
、
山
ら
の

凡
府
の
似
を
以
て
挑
め
る
よ
り
も
、
一
法
正
し
く
深
く
眺
め
る
と
と
が
出
来
る
。
古
典
の
攻
育
的
佼
似
は
引
く
し
て
世

A
税
、
人
生
仰
の
類
型
心

純
時
を
提
供
す
る
黙
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

古
典
を
純
時
と
し
て
サ
一
兆
‘
人
生
を
犯
摂
す
る
と
と
は
、
同
時
に
一
和
の
川
山
舵
経
済
に
も
な
る
。
何
故
な
ら
ば
凡
人
が
H
M
一
初
か
ら
自
力
の
み
'

に
よ
っ
て
不
主
総
な
沌
滞
丘
汚
へ
万
を
繰
返
し
、
潟
は
ご
一
般
の
試
行
鈴
誤
を
京
一
ね
て
世
界
税
、
人
生
搬
を
樹
立
し
て
行
く
と
す
れ
ば
、
そ
の
:

M
W
力
は
高
大
に
上
る
で
あ
ら
う
が
、
先
す
の
典
説
的
問
山
性
を
辿
っ
て
正
し
く
深
き

f
A税
、
人
生
般
に
速
か
に
到
建
す
る
と
と
は
自
ら
の
純
一
川

的
負
捺
を
料
減
し
、
川
山
舵
wvk
怖
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

お
の
事
態
は
J

仰
の
る
古
品
川
一
一
の
手
一
筋
の
、
主
題
や
鰐
系
花
開
し
で
も
一
ず
れ
は
れ
符
る
が
、
ま
た
そ
の
中
の
例
々
の
町
如
何
や
将
一
一
一
山
氏
就
て
も
認
め
ら
れ
る
。

例
へ
ば
「
以
新
得
的
」
と
一
一
一
一
向
ひ
「
命
内
務
の
一
読
辱
・
一
と
一
一
詰
へ
ば
、
そ
れ
は
棋
に
本
来
の
特
殊
の
山
外
貨
を
指
す
だ
け
で
な
く
、
何
時
何
庭
に
於
て
も

後
側
一
一
一
の
忍
苦
や
成
殺
を
一
般
的
に
指
約
し
て
、
煩
雑
泣
想
像
や
解
訟
を
制
変
さ
せ
る
。
「
該
部
」
と
か
「
矛
活
」
と
か
「
多
岐
亡
羊
」
と
か
の
窓

味
す
る
一
般
的
事
態
を
、
若
し
と
れ
等
の
古
典
的
一
玲
何
を
伎
は
、
千
し
て
表
現
す
る
と
し
た
ら
、
如
何
に
煩
は
し
い
と
と
で
あ
ら
う
。
斯
く
し
て

古
典
は
人
生
百
般
の
事
態
の
一
般
的
意
誌
空
最
も
端
的

k
m純
比
趨
切
に
把
握
し
、
且
つ
表
現
す
る
た
め
の
↓
公
式
を
扮
供
し
て
、
宏
、
だ
の
精
一
判

的
拶
力
を
料
滅
す
る
o

と
の
知
よ
り
す
れ
ば
前
兆
毅
育
は
子
弟
に
過
重
の
負
砕
け
を
要
求
す
る
と
い
ふ
世
俗
的
非
難
と
は
反
釘
に
、
却
っ
て
そ
れ
ー

が
子
弟
の
菟
捻
主
税
減
す
る
と
も
見
ら
れ
縛
る
。
換
言
す
れ
ば
、
古
紘
一
一
は
そ
の
撃
m
u
k
多
く
の
は
引
力
を
安
す
る
け
れ
ど
も
、
一
、
叫
ん
び
際
矧
印
す
れ

ば
そ
れ
に
よ
っ
て
雨
後
の
狩
制
的
負
拾
を
蒋
し
く
絞
減
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
功
ル
仰
山
に
関
聯
し
て
古
典
は
官
民
社
合
凶
ム
誌
の
内
雨
的
織
令
の
媒
介
と
な
る
。
社
合
の
成
員
が
同
一
古
典
の
教
義
に
よ
っ
て
内
に
同
一

の
思
想
形
態
を
符
討
す
る
と
と
は
、
相
万
一
の
川
内
解
、
交
流
、
融
合
を
助
長
す
る
最
大
の
僚
件
で
あ
る
。
間
慌
の
精
輩
、
閲
兵
精
一
仰
の
山
県
郡
一
的
な
匂

る
も
の
を
災
示
、
ず
る
古
典
に
よ
っ
て
尚
氏
が
育
成
せ
ら
れ
る
と
と
は
，
そ
の
ま
ム
間
口
パ
の
融
ム
円
で
あ
れ
γ
、
関
心
棋
の
内
雨
的
統
一
一
で
あ
る
。

協

w
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故
後
に
私
は
古
典
教
育
が
事
究
的
訓
練
K
及
ぼ
す
殻
果
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
丘
ら
ぬ
。
そ
れ
は
古
典
研
究
が
凡
そ
研
究
の
態
度
方
法
花
関
す

る
模
範
と
制
訓
練
と
争
点
(
へ
る
駄
で
あ
る
o

異
本
の
校
合
に
よ
る
本
文
批
評
、
同
一
本
文
民
鈎
す
る
種
々
の
註
解

i
i殊
に
相
反
す
る
立
場
や
特

色
あ
る
広
場
に
於
て
行
は
れ
た
読
解

i
iの
参
酌
等
は
、
吉
川
内
研
究
に
務
自
な
る
率
的
操
作
で
る
る
が
、
新
か
る
綿
帯
周
到
足
る
研
究
民
税
ま
'

せ
る
と
と
は
、
一
撃
徒
を
し
て
自
己
の
務
断
を
抑
制
せ
し
め
、
先
入
の
業
績
に
注
目
せ
し
め
、
厳
正
慎
重
友
る
読
解
へ
と
赴
か
し
め
る
も
の
で
あ

っ
て
も
そ
と
に
競
ら
さ
れ
る
製
究
的
訓
練
の
放
換
は
悲
し
測
り
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ら
う
U

回
、
日
本
に
於
け
る
漢
文
古
典
教
育
の
優
億
と
方
法

前
釣
の
論
um
‘
将
来
的
の
古
典
一
般
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
‘
私
は
と
λ

に
漢
文
吉
地
(
の

l
i付
民
日
本
側
民
数
育
に
釣
す
る
!

!
悦
俄
比
就
て
附
設
し
，
と
れ
に
関
聯
じ
て
方
法
上
の
大
綱
を
指
絡
し
た
い
と
忍
ふ
っ

第
一
に
支
那
漢
文
古
典
一
般
は
東
洋
人
的
世
界
税
及
び
人
生
殺
を
数
三
特
に
東
洋
議
総
の
淵
訴
を
均
ふ
黙
に
於
て
、
毅
育
的
侠
値
を
引
す

る
。
支
郊
の
絞
史
文
の
古
典
は
、
説
越
の
如
く
高
弐
の
一
般
陶
治
の
主
要
内
容
た
る
秤
壌
と
文
護
と
路
史
と
宗
教
と
の
各
一
袋
一
致
を
混
然
と
…
閥
A
R

し
、
出
も
そ
れ
等
を
東
洋
人
的
特
色
托
於
て
綴
者
に
表
現
し
て
ゐ
る
。
加
ふ
る
に
支
那
古
典
は
桜
め
て
古
く
日
本
に
総
入
せ
ら
れ
、
そ
の
川
山
組

内
存
も
そ
の
詑
迷
及
び
被
唱
の
方
訟
も
時
本
化
せ
ら
れ
て
，
永
く
日
本
人
の
毅
科
内
容
?
と
せ
ち
れ
て
来
た
。
故
花
器
本
に
於
け
る
支
那
古
典
は

践
に
外
側
古
典
、
た
る
の
意
識
を
件
は
ね
税
に
日
本
的
毅
科
内
容
と
な
っ
て
ゐ
る
。
被
令
そ
の
中
の
岩
手
が
日
本
の
道
義
視
や
閣
総
淑
に
背
馳
す

る
と
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
趨
切
な
る
枕
一
許
を
加
へ
う
よ
紋
授
す
る
と
と
に
よ
っ
て
却
て

5
本
の
関
史
的
教
養
を
深
め
る
と
と
す
ら
出
来
る

の
で
る
る
。

第
二
に
私
は
日
本
漢
文
京
地
(
の
毅
育
的
一
川
被
慌
を
カ
設
せ
ね
ば
丘
ら
ぬ
。
毅
山
陽
の
史
文
を
恕
起
す
る
ま
で
も
な
く
、
沼
本
人
の
手
に
成
れ
る
w

漢
文
富
山
内
は
、
日
本
的
道
義
線
合
と
日
本
的
文
壊
趣
味
と
の
潟
養
に
慨
し
て
五
大
の
陶
治
力
を
内
減
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第
一
一
一
に
日
木
に
あ
っ
て
は
漢
文
立
の
毅
雲

i
i素
漢
文
古
典
た
る
と
日
本
漢
文
古
典
た
る
と
を
問
は

Ay--側
諸
隣
文
の
誤
解
の
必



川
似
依
件
で
あ
る
o
M
側
め
て
稀
小
切
の
純
粋
関
心
父
を
除
い
て
、
大
部
分
の
日
本
文
献
は
渓
乎
法
文
の
形
式
的
、
修
得
の
み
な
ら
や
ノ
、
漢
文
古
典
の
内
容

的
素
養
を
紋
い
て
は
対
ん
ど
正
一
椛
に
読
解
し
災
現
す
る
と
と
が
出
来
な
い
。
放
に
凶
托
磁
文
を
正
し
く
判
解
し
正
し
く
去
現
す
る
た
め
に
も
決

文
古
典
の
殺
育
的
使
杭
は
ぬ
一
し
難
き
も
の
で

-b
る。

…17' -

日
本
に
於
け
る
波
文
古
典
教
育
の
伎
依
を
よ
辿
の
如
く
に
犯
援
し
て
来
る
と
、
私
が
さ
き
に
決
定
し
た
お
兆
殺
育
の
堆
位

i
i毅
育
の
最
高

段
階
に
於
け
る
高
次
の
一
般
向
治
の
地
位

i
iは
多
少
緩
和
さ
れ
泣
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ωち
先
づ
凶
花
岡
文
の
法
礎
と
し
て
の
決
文
紋
育
は

基
礎
的
陶
冶
た
る
背
通
攻
育
に
於
て
鋭
に
必
裂
で
あ
る
o

ま
た
日
本
的
ル
一
点
東
洋
的
道
義
制
念
や
文
護
趣
味
の
養
成
も
地
内
通
政
育
に
於
て
有
設

に
行
は
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
と
れ
等
の
附
引
を
考
へ
る
と
先
づ
小
開
学
校
に
於
て
は
、
(
ご
漢
文
古
典
に
由
来
す
る
典
型
的
思
犯
に
し
て
見
定
の
理

解
に
越
す
る
部
分
を
凶
文
の
形
に
直
し
て
凶
…
語
科
の
毅
材
に
編
入
す
る
と
と
、
(
二
)
漢
文
及
び
淡
泊
ね
り
の
殺
授
に
際
し
て
は
兇
主
の
辺
併
に
一
巡

す
る
税
υ
肢
に
於
て
そ
の
乎
袋
持
勾
ぃ
設
を
本
泌
的
民
解
設
す
る
と
と
の
二
駄
が
一
山
吉
正
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

次
に
中
等
製
校
に
於
て
は

i
i
普
通
毅
宵
た
る
と
専
門
教
育
た
る
と
を
問
は
や
ノ

i
i
(
ご
同
誌
教
育
の
中
氏
一
別
法
の
小
早
校
へ
の
一
要
経
を
一

陵
高
い
税
皮
に
於
て
匂
合
す
る
と
と
も
(
二
)
主
と
し
て
邦
人
の
乎
に
成
れ
る
漢
文
京
典
及
び
徳
教
に
闘
係
派
き
支
那
漢
文
古
兆
の
抜
粋
を
決
文

科
と
し
て
毅
授
す
る
と
と
も
(
一
一
一
)
そ
の
た
め
に
決
文
法
の
法
本
を
特
に
日
本
文
諸
税
文
法
と
の
閥
係
に
於
て
毅
授
す
る
と
と
が
必
姿
で
あ
る
。

没
後
花
高
等
感
校
、
専
門
感
校
、
大
事
各
分
科
に
一
向
次
の
一
般
陶
冶
の
教
科
と
し
て
支
那
及
び
日
本
の
漢
文
古
典
を
認
す
る
と
と
が
希
史
せ

ら
れ
る
。
そ
の
現
出
は
本
論
文
の
主
要
論
結
と
し
て
般
に
述
べ
政
抗
さ
れ
た
ゐ
る
。
似
し
と
為
で
も
一
般
に
は
淡
文
古
典
そ
の
も
の
二
与
門
的
研

究
が
要
求
せ
ら
れ
る
の
で
は
友
く
、
高
次
の
人
間
陶
冶
を
符
的
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
殺
材
の
諒
解
そ
れ
自
身
に
過
戸
市
一
一
の
努
苦
を
泌
さ
ぬ
と

と
が
必
姿
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
総
務
自
習
に
使
な
る
と
と
を
関
松
と
し
て
〈
一
)
本
文
を
正
し
い
完
本
に
し
，
立
つ
難
解
の
徳
一
所
に
は
談
方

や
一
一
計
仰
併
を
添
へ
る
と
と
、
所
謂
古
山
…
一
行
朱
誌
の
如
き
漢
文
詑
制
仰
の
外
に
適
切
な
る
邦
文
仏
社
側
伴
冊
一
一
日
を
作
っ
て
参
考
書
記
提
供
す
る
と
と
(
三
)
便
利

な
る
例
断
書
や
栄
引
を
提
供
す
る
と
と
等
が
工
夫
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
と
?
に
姿
求
さ
れ
た
諸
黙
は
そ
の
ま
λ

世
上
一
般
の
青
年
及
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び
成
人
の
決
文
古
典
教
育
に
も
迎
用

τり
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
平
ろ
そ
の
方
が
高
次
む
一
般
陶
冶
の
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
。

最
後
に
大
犠
及
び
専
門
事
校
に
於
け
る
専
門
的
漢
文
古
典
研
究
は
、
本
文
批
評
や
註
併
に
関
す
る
文
献
接
的
操
作
に
就
て
も
、
忠
恕
内
容
の

検
討
に
就
て
も
、
最
高
の
桜
準
に
立
っ
て
、
?
て
¢
総
指
〈
を
究
め
ね
ば
な
ら
む
。
そ
し
て
就
中
察
生
を
し
て
説
法
の
如
き
接
究
的
修
練
を
秘
ま
し

め
る
と
と
が
必
裂
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
段
高
研
究
の
業
訟
を
根
底
と
し
て
前
述
の
高
次
の
一
般
陶
冶
の
は
的
に
有
放
な
る
本
文
定
本
、
誌

側
伴
、
府
警
、
京
引
等
の
編
者
を
も
拾
任
す
ぺ
き
で
る
る
。

結

語

法
文
古
典
叡
育
が
上
越
の
如
く
円
本
の
閥
民
救
育
の
公
務
系
を
通
じ
て
‘
上
山
中
下
各
々
そ
の
特
色
を
笈
却
し
つ
¥
…
賞
施
せ
ら
る
べ
き
一
事
態

に
到
達
し
た
の
は
、
そ
れ
が
長
き
体
統
を
経
て
完
全
に
日
本
化
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
の
事
態
は
練
っ
て
日
本
凶
民
が
外
来
文
化
に
封
し

て
取
る
ぺ
き
態
度
の
典
例
を
示
す
と
と
に
も
・
な
る
。
沼
洋
の
吉
品
川
(
も
ま
た
そ
れ
の
僚
組
を
正
し
く
理
解
し
、
就
中
日
本
文
化
に
寄
興
す
べ
き
契

機
を
批
判
的
に
搬
取
し
‘
"
で
れ
の
教
育
方
法
を
日
本
毅
育
制
度
の
中
に
合
理
的
に
定
住
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
そ
と
に
形
成
せ
ら
る
べ
き
日
本
文

化
は
驚
嘆
す
べ
き
竪
か
さ
と
街
さ
と
を
兵
へ
得
る
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
古
典
殺
す
を
時
代
鈴
談
的
な
る
遺
物
と
見
る
代
り

ι、
そ
れ
の
永
遠

的
保
鈍
宇
一
認
識
し
‘
外
来
古
典
を
偏
狭
な
る
矧
粋
忠
惣
に
よ
っ
て
排
撃
す
る
代
り
に
‘
組
磁
文
化
へ
の
必
須
の
契
機
と
し
て
総
合
す
る
と
と

i

i
制
し
て
拐
か
る
悦
似
左
有
す
る
古
典
殺
す
が
一
見
凶
氏
に
過
訟
の
労
力
を
知
体
す
る
が
如
く
に
見
え
て
も
、
そ
の
資
は
泌
氏
の
精
一
別
的
負
拾
を

桜
減
ず
る
方
耐
の
あ
る
と
と
を
確
認
す
る
と
と

i
i
一
見
に
こ
の
俄
依
と
負
怒
川
減
と
を
よ
り
的
総
に
一
読
す
る
た
め
に
は
古
典
翌
月
の
方
法
を

会
毅
背
鰭
系
の
中
に
於
て
令
淑
的
に
弘
行
な
す
る
と
と
i
i
ζ
れ
等
の
認
黙
を
と
り
小
篇
に
よ
っ
て
論
結
し
得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
私
の
い
泣
凶
は

旧
刑
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。


	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16
	17
	18
	19
	20
	21

